
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
学校の主役 

副校長  植木 淳  

 上水中に勤めて三か月目になりました。教育委員会の方や小学校の副校長先生にお会いすると、「やっ

ぱり中学校はいいですか。」と聞かれます。それは、始業式ではお話ししましたが、私はもともと中学校

の英語の教員なのですが、教員生活で初めて、昨年度の１年間だけ小学校に勤める機会があったからで

す。しかし、そう聞かれても私は返事に困ってしまうのです。なぜなら、生徒がほとんどいない二か月

間だったからです。学校の主役である生徒がいなければ、中学校はどうですかと聞かれても、答えられ

ないのです。 

 皆さんは二か月間、どう過ごしていましたか。学校から課題も出ていましたが、自分自身で何かやり

たいことを見付け、取り組んでいましたか。来年度から新しい学習指導要領での学びがスタートします。

現在の学習指導要領と新しい学習指導要領には大きく違うことがあります。現在の学習指導要領は、教

員が生徒に「何を教えるか」が書かれています。しかし、新しい学習指導要領は、生徒は「何ができる

ようになるか」が書かれています。教員主体の内容から、生徒主体の内容に変わりました。学校が休業

している間、自分に与えられた時間を使い、自分が興味や関心をもっていることについて探求し、自身

の課題を解決していくことこそ、新しい学習指導要領が求めていることです。 

 これから段階的に学校生活が再開していきますが、生徒の皆さんが主体となって上水中をつくってく

ださい。皆さんの声を聞かせてください。１年生は初めてのことが多く、不安でいっぱいかもしれませ

んが、けっして受け身にはならないでください。上水中の１年生ではあるけれども、小中学校７年生の

気持ちをもってください。私は１年間、小学校での皆さんの様子を見てきました。優しく、温かく１年

生たちのお世話をし、立派に下級生の手本となっていました。小学校をリードする、あこがれのお兄さ

ん・お姉さんでした。これまでの経験を自信としてください。不安になったときは、廊下に小学校の先

生方が、入学式を迎える皆さんに送ったメッセージが掲示されていますので見てください。きっと背中

を押してくれます。 

 

                                                                        小平市立上水中学校 

                                     令和２年６月２日 

                                          第３号 

＜６月行事予定＞ 

 B  1 月 分散登校４５分×３時間（給食なし）   Ｗ 16 火  

2 火  17 水   尿検査１次（第１回） 

3 水  18 木   １年Ａ・Ｄ組、２年保護者会    Ｃ・Ｗ 

4 木 Ｃ・Ｗ 19 金     １年Ｂ・Ｃ組保護者会 尿検査１次（第１回）      

5 金  20 土  

6 土  21 日  

7 日   A 22 月 通常時程                Ｗ 

 B  8 月 Ｗ 23 火  

9 火  24 水   避難訓練 

10 水  25 木 Ｗ 

11 木 Ｃ・Ｗ 26 金  

12 金  27 土  

13 土  28 日  

14 日   A 29 月 Ｗ 

 B 15 月 一斉登校５０分×４時間（給食あり）   Ｗ 30 火  

Ｃ：スクールカウンセラー勤務日 Ｗ：スクールソーシャルワーカー勤務日 



 

相談日（第１週） 
 

 

相談日（第２週） 

 
相談日（第３週） 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

見えないウイルスへの不安から、日本でもウイルスに感染した人やその家族、病院に勤めている方

などに対しての悪口やいじめが残念ながら起きてしまっています。悪いのはウイルスであって、感染

した人は何も悪くありません。感染した人は健康な体を取り戻そうと頑張っています。また、感染し

た人に元気になってほしいと、病院の方々も頑張っています。さらに皆さんができるだけ普段通りの

生活ができるよう、支えてくださっている方々もいます。 

頑張っている人に敬意をはらい、悪口やいじめは絶対にやめましょう。そして、頑張っている人を

応援しながら、病院の方々への感謝を忘れずに、一緒に乗り越えていきましょう。 

生徒の活躍 小平市社会福祉協議会主催 「第２６回心にしみる短詩」入選者 

佳 作  ３年 男子   佳 作    ３年 女子 

 


